










【要約】昨年の報告において、新しいPKU スクリーニング法として、フェニールアラニン

脱水素酵素(Phe-DH)を用い、マイクロプレート法で、蛍光測定による方法を述べた。これ

も、現実のスクリーニング法として使用可能であるが、今後の普及を考えると、通常の比

色法によるマイクロプレート法を開発することがより望ましいのである。 

このために、蛍光法を改良し、比色法による方法の開発研究を行い、マススクリーニング

に必要な、感度、再現性、安定性を持つ方法を確立した。この方法による測定試薬を、全

国のスクリーニングセンターの中で、比較的検体数の多い 9ヶ所の施設に配布し、ガスリ

ー法、HPLC 法との比較を含め、有用性についての検討を依頼し、マススクリーニング法と

して使用可能であるという結果を得た。 

さらに、この同じ試薬系で、酵素を Phe-DH の替わりに、ガラトース脱水素酵素(Ga1-DH)

を使用することにより、ガラクトース血症スクリーニング法として使用可能であることを

証明した。また、分枝アミノ酸脱水素酵素(BAA-DH)を用うることにより、メイプルシロッ

プ尿症スクリーニング法としても使用可能であることを立証した。これらは全て、現在、

全てのスクリーニングセンターに存在する、比色法マイクロプレートリーダーがあれば、

容易に実行できる方法であり、今後の新生児マススクリーニングの中心となるものと考え

られる。 


